
高架下と犯罪発生との関係について

① 意識調査や各種研究によると、人々は「暗い道」に不安を感じているとともに、街頭犯罪の大半が「道
路上」で発生している

② 「暗がり」になりやすい高速道路の高架下の児童遊園については、地域の防犯パトロールでの巡回に
あたり 高架下に存在するという条件に留意しているところもある

73.5%人通りの少ない暗い道

あたり、高架下に存在するという条件に留意しているところもある

■人々が不安に感じる箇所 ■高架下に対する地域の認識（千代田区、港区、中央区、台東区）

・路上生活者によりゴミが散らばる、景観上・治安上よくないとの声が
ある《台東区 港区》

12.3%

15.7%

22.1%

27.0%

28.3%

廃屋

不審者がたむろする場所

不審者の潜みやすい公園

樹木などにより見通しの悪い道

草むら，空き地
ある《台東区・港区》

・暗い所に若者や路上生活者が集まるため、住民から街灯等の設置
の要望が多少ある《台東区》

・パトロールや張り紙でいなくなったが、高架下の橋の上などに寝て
いる人が多かった《台東区》高架下

住民意識

2.8%

6.2%

8.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

その他

繁華街

人通りの少ない地下道，地下街

出典：国民の生活安全に関する世論調査（H6.内閣府）

・路上生活者は、公園に多いが、高架下にも多少住み着いている《千
代田区》

・公園に寝泊りする人はいるが、高架下・道路にはいない《中央区》

・高架下などは路上生活者が集まりやすく、たまり場となるため、定
期的（週1～2回程度）にパトロールを実施している《台東区》

高架下
の状況

対策の

■街頭犯罪（街頭で発生したもの）の認知件数
9.1%

1.4%

10.5% 16.7%

12.0% 16.7%
28 0%

2.3%

4.8%

12.5%

3.0%

7.1%
9.7%

1.0%

3.7%

9.0%

16.4%

8.0%15.6%

1.7% 2.0% 1.8% 2.7%

9.3%

3.1%

70%

80%

90%

100%

期的（週1 2回程度）にパトロ ルを実施している《台東区》

・児童遊園については、高架下に存在するという条件に留意し、パト
ロールを実施している 《港区》

■高架下の公園の状況（港区）

対策の
実施状況

●三光児童遊園

大半の
街頭犯罪が
「道路上」

87.8%

98.2%

35.5%

72.9%
68.8% 65.8% 64.9%

55.0%

24.9%

28.0%
11.0%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

で発生
35.5%

0%

10%

路上強盗 ひったくり 強姦 強制わいせつ 略取誘拐 暴行 傷害 恐喝

街頭 道路上 街頭 駐車（輪）場 街頭 都市公園 街頭 空き地

街頭 公共交通機関等 街頭 その他の交通機関 街頭 その他の街頭

出典：平成23年の犯罪情勢（警察庁、H24.6）

18



都市再生との連携イメージ（単路部）

再開発事業による建築物

■半地下部を活用して上部空間を高度利用

※現況の首都高速都心環状線の土地利用状況から想定されるケース
ただし 更新の優先順位や 東京の都市再生全体の中での位置づけ

首都高速会社が土地の所有権を
有している掘割区間

■高架部を撤去して地下化し、上部空間を活用

再開発事業による建築物

ただし、更新の優先順位や、東京の都市再生全体の中での位置づけ
の整理が必要

有している掘割区間

再開発事業による建築物

既存道路
の用地の用地

※現況の首都高速の土地利用状況から想定されにくいケース
ただし、高架部の撤去により周辺地域の高度利用の可能性

既存の道路・河川・公園等を使用して
高架橋が建設されている区間19



都市再生との連携イメージ（IC・JCT部）

○ 都心のIC・JCT建設は設置位置の制約、用地買収の問題があるが都市再生と連携して整備すること
により、魅力的なまちづくりも可能

■サンシャインシティと一体整備した東池袋IC■都市再生と連携した大橋ジャンクション ■サンシャインシティと 体整備した東池袋IC

サンシャインシティ

①
再開発前

■都市再生と連携した大橋ジャンクション

①

豊
島
局

サンシャインシティ

東池袋出
東池袋出入口

再開発後

■出入口周辺図
駐
車
場
入
口

サンシャインシティ

②

東池袋出入口

豊
島
区
道東池袋入口

東池袋出口

口

②

駐
車
場
出
口

文化会館ｻﾝｼｬｲﾝｼﾃｨ
地下駐車場

豊島区道
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空間の複合利用事例（中央環状新宿線と大江戸線）

○ 首都高速中央環状新宿線と都営地下鉄大江戸線は、駅舎と高速道路を一体的に建設

■大江戸線 中野坂上駅 断面図■中央環状新宿線 平面図 ■大江戸線 中野坂上駅 断面図■中央環状新宿線 平面図

熊野町ＪＣＴ
環状６号線（山手通り）

大江戸線 中野坂上駅

重

中央環状新宿線 中央環状新宿線中野坂上駅

重
複
区
間

（
中
央
環
状
新

3.5km

エスカレーター

西新宿ＪＣＴ

新
宿
線
と
地
下

大江戸線 大江戸線

大橋ＪＣＴ

鉄
大
江
戸
線
）
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空間の複合利用事例（中央環状新宿線と大江戸線）

○ 環状6号線の地下に整備した首都高速中央環状新宿線は、地下鉄を避け、水道、ガス、電気等の多く
の地下埋設物を切り回して施工

中央環状新宿線 概要図
西
新
宿
J
C
T

熊野町JCT

■中央環状新宿線 概要図

首
都
高
速

新
宿
線

環状6号線（山手通り）

富
ヶ
谷
出

初
台
南
出
入

中野長者橋出入口
西池袋出入口

高松入口

丸
ノ
内
線

東
西
線

有
楽
町
線

京
王
線

千

大江戸線
大
橋
J
C
T

T速
線

首都高速
渋谷線

首都高速
池袋線

中央環状新宿線

出
入
口

口
高松入口

千
代
田
線

東急田園都市線

新宿線が上層を通過

新宿線が下層を通過

中央環状新宿線と
地下鉄大江戸線の重複区間

中央環状品川線

環状6号線
（山手通り）

■地下埋設物の切り回し（例）

共同溝

環状6号線（山手通り）

トンネル本体

埋設管の吊り防護

掘削範囲
■吊り防護の実施状況

上水道 下水道 電気 ガス

トンネル掘削前
環状6号線の下には、上下水道、

ガス、電気等が埋設

トンネル掘削時
埋設物を吊るし、

施工時に切断しないよう防護

トンネル掘削後
ガス・電気等は共同溝に収納し、

上下水道は地中に移設
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位置図空間の複合利用事例（共同溝と地下歩道）

当該箇所

① 共同溝の再整備により、地下空間を再配分

② 周辺の再開発事業と併せて地下歩道入口をフラット化し、地下歩道空間を
拡大することより 快適な空間を創出

三越前駅三越前駅

当該箇所拡大することより、快適な空間を創出

日本橋日本橋
東京駅東京駅■事例：日本橋共同溝と地下歩道（三越前駅）

整備前 整備後整備前 整備後

■断面図 ■平面図

※共同溝が支障となり、
駅とビルとの連絡通路に
段差が発生

※共同溝の再整備と一体的
に地下歩道を整備し、連絡
通路バリアフリー化

※地下歩道が狭くビルへ
の連絡通路も限定

※地下歩道が新設され、
ビルへの連絡も円滑化

連絡通路 連絡通路

連絡通路

狭い地下鉄コンコース 新設通路と一体となった地下鉄コンコースビルとの連絡通路の段差 バリアフリー化したビルとの連絡通路

（平成１４年１１月） （平成１９年１２月）（平成１５年２月）（平成２２年１０月）
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空間の複合利用事例（共同溝と地下広場）

○ 共同溝のために掘削した地下空間を複合利用し、地下広場を整備

至 霞ヶ関完成イメージ■事例：日比谷共同溝と虎ノ門地下広場

至 赤坂

位置図

桜田門桜田門
日比谷共同溝

国道１号

外堀通り

至 渋谷
日比谷日比谷

当該箇所

至 中目黒

■整備前

虎ノ門虎ノ門

■整備後 国
道

国
道虎ノ門駅から７号館 虎ノ門駅から７号館

道
１
号
（
桜
田
通
り
）虎ノ門立坑

中央合同庁舎７号館
（再開発事業）

ＴＯＴＯ
ビル

道
１
号
（
桜
田
通
り
）

中央合同庁舎７号館
（再開発事業）

ＴＯＴＯ
ビル

虎
方面へは遠回り 方面への移動距離

が短縮

共 溝整備 立坑

外堀通り外堀通り

共同溝整備の立坑上
に地下広場を整備

狭隘で混雑する地下通路

地下通路：
地下広場：

通行しやすい地下広場
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